
第３回 幼稚園再編に係る地域協議会（なばた幼稚園） 

 

日  時： 令和３年５月１7 日（月）  

      午後３時から     

場  所： なばた幼稚園リズム室        

                           

次   第 

 

１ こども園（南こども園）について 

 

 

２ 「生駒市立幼稚園のあり方に関する基本的な考え方」で示された再編案（以下「原

案」という。）に対する追加意見の共有について 

 

 

３ 原案に対する意見を踏まえた課題と考えられる対応について 

 

 

  配布資料 

   【資料１】 こども園について 

【資料２】 「生駒市立幼稚園のあり方に関する基本的な考え方」で示された再編案に対して

提出された追加意見 

【資料３】 「生駒市立幼稚園のあり方に関する基本的な考え方」で示された再編案に対する

意見を踏まえた課題と考えられる対応  



 

 

 

 

 

 

  

月～金曜日 土曜日
7:00 7:00 随時登園

7:30 合同保育

7:30 随時登園

8:30 8:30

8:45

～

9:00 遊び

9:30 おやつ 9:30 おやつ 学年別保育

遊び

11:30 食事 11:30 食事

12:00        食事

13:00

14:00 降園 預かり保育

14:30 （昼寝）

15:00 おやつ 15:00 おやつ 15:00 おやつ おやつ 　　　おやつ

随時降園 17:00 遊び 遊び 遊び

随時降園 随時降園 随時降園 随時降園

18:00 保育終了 18:00 保育終了

18:30 保育終了

19:30 保育終了 19:30 保育終了

遊び

昼寝

食事

遊び

昼寝
昼寝

登園

３歳以上児クラス
合同保育

３歳未満児クラス
合同保育

       昼寝

１号認定児は、水曜日は半日保育(11:30まで)になります。
11:30以降、預かり保育が実施されます。

２号認定児
月～金曜日
１号認定児

【３歳以上児クラス】【３歳未満児クラス】

随時登園

時間 月～金曜日 時間 土曜日 時間

預かり保育

随時登園

年齢別保育
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こども園の１日 
 

（3 号認定児） 

※1号認定児…満3歳以上の未就学児（2号認定除く） 

※2号認定児…満3歳以上で保護者が保育を必要とする事由に該当し、保育を必要とする子ども 

※3号認定児…満3歳未満で保護者が保育を必要とする事由に該当し、保育を必要とする子ども 

 

遊び 



「生駒市立幼稚園のあり方に関する基本的な考え方」で示された再編案に対して提出された追加意見

①園児の通園の負担及び通園時の安全に関すること

通園が遠くなるので、大きな災害時にすぐに行けないのは不安。

２歳差できょうだいがいるので、統合により送迎がバラバラになると本当に大変だと思う。

通園というが、毎日の通園以外に行事や参観、役員などで親が園に行くことは多い。車がない、統合される側の保
護者の負担はどう考えるのか。

子どもの通園時間が長くなるのは子どもの時間がもったいない。それを考えて近くの市立幼稚園を選んだ保護者
もいるはず。

統合の範囲が広すぎて、実際通わす事を考えると不安でしかない。子どもは順応するかもしれないけど、わざわざ
遠い所へは連れて行かない。統合しても壱分幼稚園に子どもが増えるのか？

なばた幼稚園の子ども達のほとんどは統廃合により、東小学校へ通う小学生よりも遠い距離を通園しないといけ
なくなる。幼稚園児には負担が大きすぎるがどうするのか。なばた幼稚園に通うときに必要なかったバス通園費
は市が負担するのか？

通園バスの運行拡大はできるだろうけど、駐車スペースの確保など現実的にできると思わない。狭い道路で乗り
降りや、そこから幼稚園に歩くにしても、事故が起きる確率が増えるのはやめてほしい。

②再編の環境変化に伴う園児及び保護者への対応に関すること

在籍園児はそこで卒園となると、下に誰も入園してこない年長だけの幼稚園になる期間があるということか。途
中統合を了承して入園する学年になるということなのか。判断ができない。

親の丁寧な対応をしている時間があるのなら、子どものより良い学びが得られる時間を考えてほしい。そもそも親
が不安になるような事は子どもにも伝わるのでやめてほしい。

下の学年が入ってこない年代のなばた幼稚園児は、少人数のクラスで多学年との交流を持つことができず、人間
関係が希薄な幼稚園生活を送ることになってしまう。なばた幼稚園に在園していて突然壱分幼稚園に転園となる
場合は、環境や友達、先生が全て変わってしまって、登園を嫌がる子も多数出るのではないか。どちらにせよ子ど
もの育つ環境としてふさわしくないが、どうするのか。

③幼稚園と地域との関係に関すること

地域との連携を考えるなら統合はありえない。教育委員会のいう配慮、努めるの具体例をあげるべき。上辺の言
葉にしか見えない。小学校との連携もなばた園区の人が壱分小学校と連携しても意味はない。それなら、ない方
が良い。

統合の範囲が広すぎて想像を超えている。小学校くらいならいずれ通う所だし良いと思う。

統合された壱分幼稚園に壱分小学校と東小学校に行く子どもが存在することになるが、小学校にあがるのに必要
な交流を二校とも同じように行うことができるのか。なばた幼稚園では地域の方が熱心に行事に関わってくれて
いたが、壱分幼稚園に統合されると遠くなるので、なばた幼稚園区の地域の方に関わってもらうことができなくな
るのではないか。

なばた幼稚園にはさつまいも畑を提供してくださる方が園の近くにおられますが、壱分幼稚園になるとその方との
縁が断たれてしまいますよね？
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④跡地の利活用に関すること

老朽化も統合の理由なら、更地にして使うのが前提と考えていいのか。施設として使うなら幼稚園を残して、空き
教室や空き時間で地域の人も使える。収益もあげていくこともできるのでは。

跡地の利用で悩むなら、統合は反対。

⑤特別な配慮を要する園児への対応に関すること

特別な配慮を要する子は本当に朝も大変なのをわかってほしい。周りにも言えず、グレーで診断をつけずにいるお
子様もたくさんいる。それでなくてもどんな子でも子育ては大変です。

ただでさえ、統廃合によりなばた幼稚園児には心理的負担が大きいのに、特別な配慮を要する子には負担が大き
すぎるのではないか。他の子たちもそうだが、統廃合により登園を嫌がる子たちには具体的にどのように対応して
くのか。結局親が対応していくことになるのではないか。心理的な面に市が責任を取ることはできないではない
か。

その他意見

現在小学生になる姉はこども園に通っていた。１クラスの人数はとても多く、集団生活を経験するという面ではよ
かったかもしれないが、人数が多いため、話したことがないお友達（保護者）もたくさんいました。保護者の中でも
グループができるので結局子どもが遊ぶのは決まったお友達という感じでした。次女の入園で少人数は初めての
経験ですが、男女共に「クラス皆がお友達」になれると周囲から聞いて、少人数ならではの良さもあるのかなと思
います。

なばた幼稚園をなくすのではなく、こども園にしてほしい。まわりの保育園に落ちたお母様方も同じように言って
います。駐車場は整備すれば解決する問題だと思う。

子育てをメインで考えるなら、同じ小学校区の友達と通える場であってほしい。全てをこども園化するのは予算で
無理なのか。そこまでの子どもがいないのか。市の今後を考えればこれからも他県から若い人に転入してもらえ
るよう、環境を整えていくべきではないか。区内に必ずこども園があって、希望すれば入れるというのは相当魅力
的ではないかと思う。予算を考えて存続が無理なら、そう言うべき。ごまかして、どうするのかが決まらないままで
は入園希望も減るだけで、誰にも何のメリットもないと思います。

せっかく入園し、これから下の学年が入ってこなくなると寂しいです。コロナもあって、少人数がいいなと思い入園
しました。今統合を考えるのは市に不信感しか残りません。なぜ今？少人数学級は自分の意見を大勢の前で言え
ない子にも発言しやすくなると思うし、自分を大切にしてくれる子が育つと思います。

生駒市は公立子ども園が少なすぎるので、こども園を選ぶ時に選択肢がありません。なばた幼稚園の場所のまま
公立こども園化も検討してください。統廃合は壱分幼稚園側にメリットはあっても、なばた幼稚園側にメリットはあ
りません。壱分幼稚園のような狭い敷地で統廃合してこども園化しても、さほど待機児童の解消にならないので
は。子ども達が育っていく環境として一番良い方法を考えてください。

一番は子どものことを考えてほしいです。地域にどれほど未就園児がいるか、待機児童がいるか、その待機児童
のところに幼稚園にも預かり保育があることをご案内できているかなど募集に力を入れるべきで、幼稚園を統合
するなどしたら、もっと待機児童が増えると思います。統合してこども園化ではなく、両方こども園にするなどし
て、子どもの未来の幅を拡げて欲しいです。跡地の利用にお金をかけれるなら、幼稚園にもお金をかけられると思
います。



「生駒市立幼稚園のあり方に関する基本的な考え方」で示された再編案に対する意見を踏まえた課題と考えられる対応

(1)通園バスの利用料について バス利用料の負担はどうなるのか。

どのようなバスルート・バス停の場所になるの
か。

両園区をカバーするような広範囲のバス運用。安全の確保
ができる場所へのバス停の設置。

雨の日だけ通園バスに乗れる制度をつくってほ
しい。

緊急・悪天候時に負担が生じる。

自家用車の使用許可について。

他の幼稚園のほうが近くなる。
現時点で園区制度がないことから、周知。相談を丁寧に行
う。

保育ニーズはある。定員は大丈夫か。 すぐに統合ではなく、状況を把握しながら進める。

健康維持と体力の向上ができていた。 園での教育を通して、適切な運動ができるように努める。

送迎時の先生との交流の機会だった。 保護者との連携を積極的に行うように努める。

送迎時の子どもとの時間が学びであり、会話を
楽しめる時間でもあったが、その時間が無くな
る。

(3)園と家が遠くなることについて

(4)園区について

(2)通園バスの運行について

考えられる対応

①園児の通園の負担及び通園時の安全に関すること

(5)徒歩通園について

具体的な課題
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(1)園が遠くなることによる負担増（祖父母）
について

祖父母等に手伝ってもらう負担が増える。

(2)きょうだいで園が変わる場合の配慮につい
て

送迎や行事の時に生活の負担が増える。
入園前に説明を行い、予期せぬ負担が発生しないように努
める。

(3)在園児の卒園について 在園児は現在の園で卒業させてほしい。 「基本的な考え方」に記載のとおり対応を検討する。

(4)最後の年長児のケアについて 下の学年がいない園児ができてしまう。
入園前の十分な説明
統合前までの園児の受入れ（保護者の選択による）

(5)進路が別れる問題について 友だちと小学校が別れてしまう。

先生の目が行き届きにくくなる。 保育士・幼稚園教諭の適正配置に努める。

新型コロナウィルスの感染対策になる。

(7)統合される側の思いについて
なばた幼稚園の園児や保護者が肩身の狭い思い
をする。

園名や制服の新設

考えられる対応具体的な課題

②再編の環境変化に伴う園児及び保護者への対応に関すること

(6)少人数の利点について



地区が異なり、交流がなくなることは明らか。

どのように交流を継続できるのか。

繋がりは保たれるのか。 壱分小学校と同様の連携を行う。

幼小一体はできないのか。
幼稚園児の安全に配慮した建物改修やスケジュール調整な
ど課題が多い。

考えられる対応

(1)地域との関係が薄れることについて

(2)生駒東小学校との連携について

③幼稚園と地域との関係に関すること

「基本的な考え方」に記載のとおり、園で交流行事を行う
など、対応を検討する。

具体的な課題



(1)広い園庭の活用について 公園・駐車場 ニーズの把握

(2)子育て支援への活用について 学童・児童館・子育て支援センター ニーズの把握　民間事業者の誘致

(3)集会の場としての活用について 学習施設 民間事業者の活用

(4)維持・再建築のどちらもコストがかかるこ
とについて

放置して廃墟になると治安が悪化する 維持費・建築費がかかるなら売却してはどうか

考えられる対応具体的な課題

④跡地の利活用に関すること



先生数の確保ができるのか。 幅広い媒体で募集を行う。

人数が増えると目が行き届かなくなる。
先生数を確保し、現在の幼稚園や保育園と同様に適切な保
育教育を行う。

民間では受け入れてもらえない場合がある。 現在の幼稚園や保育園と同様に受け入れ体制を継続する。

(1)細やかな対応のための先生の配置について

考えられる対応具体的な課題

⑤特別な配慮を要する園児への対応に関すること



(1)廃園でなばた地区の活気がなくなることに
ついて

地域愛や地元交流が失われる。 両地域との交流を推進する。

(2)さらなる子育て世代の転入の減少について
子育て世代にとって幼稚園数は多いほうが良
い。

(3)降園時間の差について いじめにつながるのではないか。
南こども園の経験を活かし、そのような事が起きないよう
に配慮を行う。

(4)土砂災害警戒区域について 土石流のイエローゾーンに指定されている。
緊急時の対応について、関係機関との連携を図り、定期的
に防災訓練などを行い、安全配慮に努める。

⑥その他

考えられる対応具体的な課題



NPO法人　市民の輪いこま様からのご意見


